
【自己紹介】
和歌山大学教育学：豊田充崇（とよだみちたか）
専門：教育工学／情報教育
研究スタンス：情報教育（情報モラルを含
む）の授業は自分で実践して検証する。自
分ができない授業は提唱しない。



豊田研究室による情報モラル教材サイト
（著作権フリー）

http://web.wakayama-u.ac.jp/~toyoda/mrl2/



・危険性周知
・危機意識の向上を目的
・情報技術の後追い

（＝保護型情報モラル教育）

【創作的・情報発信授業の実施】
創作的・情報発信の学習活動の中でメディ
アの特性をまなぶ（情報モラルの育成を基

盤・前提として）
（＝社会参加型情報モラル教育）

【予防教育の実施】但し、予防教育として
必ず指導すべき内容（不易）と実態把握に

基づく学習内容の選別。

・スマートフォン利用等はそれを買い与える家庭内の問題
・「寝た子を起こす」（所持している児童生徒とそうでな
い児童生徒もいるし、SNS等利用しているものいないもの
もいる・・・）
・どの教員がいつなんの授業でどの程度、どうやって指導
するのかが不明確（教育計画に位置づけられていない）

・学校から情報端末を貸与し、アカウン
トを付与。
・児童生徒が全員一律の情報環境を所持
・全教員が携わり、計画的に指導する必
然性が生じる

当事者意識を向上・リス
ク場面を想定して繰り返

しの指導

これまでの
情報モラル授業の傾向

背景として学校の立場の大きな転換

（教師として）潜在的意識としての教育への不要論 教育への必要性の認識と指導の必然性コロナ禍

２方向のアプローチ

リスクも想定
されるツール
を敢えて使用

する

ネットの社会
問題そのもの
を学習テーマ

にする

これからの
情報モラル授業JSET（日本教育工学会）2020年度秋季大会

シンポジウム2「オンライン教育本格化時代の情報モラル教育」
まとめスライドより
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GIGAスクールによって「生きた情報モラ
ル指導場面」が設定されてきた
•但し、指導者が「情報モラル指導場面」として意
識しておくことが重要。

•児童生徒に一定の操作スキルが必要。
•学年間の系統性などはまだ確立されていない。





※感覚の相違・オンラ
イへの抵抗感等の共
有・議論を深める

• 情報モラル指導を意図しているわけ
ではないが、指導場面として有効的
な場面の例

• 例：コロナ禍で演奏ができないため、
自宅から演奏の動画ファイルを提出。
顔出しOK,NGもしくは気にしない等、
意見の分かれた場面を取り扱う

大阪市立滝川小学校 2021年度の取り組みより



• https://gakkokyoiku.gakk
en.co.jp/wp-
content/uploads/2018/09
/dj97.pdf

• ２ページ目

しかしながら、「生徒指導提
要」における情報モラル教育
の定義は、非常に前向き！

情報モラル教育の定義のイ
メージとしては、「安全面へ
の対応とトラブル回避」の意
味合いが強い。

講義中の資料（３）豊田充崇著：これからの情報モ
ラル教育 道徳ジャーナル（学研） より







授業中の相互評価にSNSを利用した例
（英文スピーチの評価）

大阪市立昭和中学校での取り組みの例



英語の教科としてみた
ら「邪魔な発言」
情報モラルの視点でみ
たら「生きた教材」



課題（１）：情報を見抜く目（情報の信
憑性を判断する力）の育成



ほとんどの「調べ学習」は、情報の切り取り（トリミング）とコピペ
によってなされる。そこでの「インターネット上の情報の取り扱い
ルール」や「信頼性の確かめ」がむしろ内容よりも重要な場面もある
が・・・



手段 目的

実際には、検索するテーマは何でもいい。当授
業では、情報の信頼性を見極めているかを重要
視している。情報活用能力の育成場面をきっち
りと定めている場面である。



• 平安時代の「貴族の暮らし
（想像図）」を見て、疑問
に思った点・もっと知りた
いと思った点等を調べる活
動。

• 社会科の学習を通して、
「ネット上の情報の信頼度
を見極める力」＝情報の信
憑性の判断力をつけている
場面といえる。

• 社会科の学習内容や学習場
面を用いて、情報活用能力
という資質・能力の一端を
育成しているとみなされる。









時代に取り残され・世界から遅れているこ
とを公式に認めてしまった！😓😓

これまでのICTとは？何と何をベストミックスを図るのか？







「創作的活動」と「情報発信」
• GIGAの目的の１つである「創造性を育む」という視点。

• 例：コンピュータグラフィックス
• 例：デジタル絵本
• 例：「映像コンテンツ」や「番組作り」
• 例：教育活動としての「SNSによる情報発信」

創作的な学習活動における「情報の発信」においてはじめて著作
権の意識や発信情報への責任などに気づく場合が多い。





当時タブレットといえば・・・「ペンタブレット」。









撮影・編集の様子



学校の活動には「情報発信」の場面が多数存在
伝える対象者 テーマ例 目的
自分たちで伝え合う 私の宝物、◯◯名人、記録映像（◯◯チャ

レンジ）、学校マル秘スポット紹介・・・
基本操作習得・相手意識

他の学級に伝える 生活マナー啓発動画（手洗い等）、◯組自
慢、◯組チャレンジ、ビブリオバトル等

映像による発信・記録の
重要さ・相手意識

他の学年に伝える 学校紹介・行事／修学旅行紹介等 記録の重要性等の理解
編集の習得

保護者の方に伝える 学校での学び・行事／修学旅行紹介等 保護者の学校理解

他の学校に伝える（地域内・近
隣）

上記のいずれかのテーマ例等 他校との比較から自分た
ち学校を見据える

他の学校に伝える（遠隔地） 寒い地方・暖かい地方の暮らし、山の暮ら
し・海沿い・離島の暮らし等

社会科

地域の方々に伝える 学校による環境美化の取り組み、地域PR番
組、地域活性化方策提案等

学習用途・社会参画

限定公開でネットで発信 地域特産物・商店等の子供目線での紹介等 映像制作自体の学習

ネットで通常公開
（世界に向けて発信）

地域特産物・商店等の子供目線での紹介等 社会参画・メディアの特
性理解



編集した動画の活用場面例
• 児童生徒らから動画制
作の提案場面も多い



学級公式アカウントによる情報発信



学級公式アカウントによる情報発信



GIGAスクールの本格実施に寄せて
• 従来の教科指導の延長として「デジタル教材」の個々の活用
• 従来の紙媒体でしてきたことをデジタルに置き換えて実施（共
有、保存性、再編集、遠隔利用、ペーパーレス等様々な利点が
生じる）

• 「インターネット上のリスク」は一人でも学べるが、「感覚の
相違」は、集団の中でこそ学べる（自動車教習所の路上演習と
しての学校の役割）

• 創作的活動の中でこそ育まれる「情報モラル」の重要性（作品
を作り、発信してこそ分かる著作者としての理解、責任等）
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